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村田製作所の
価値創造モデル

HFLP-Bコース

須知 史行
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１．価値観～創業者の精神～
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創業者 村田昭

１．価値観～社是～



4Copyright © Murata Manufacturing Co., Ltd. All rights reserved. 09 March 2021

２．ムラタのビジネスモデル～事業拡大～

1944年村田
昭によって
村田製作所
を創業

温度補償用
コンデンサ

セラミック
フィルタ

消磁用ポジ
スタ

自動車電話
機用アンテ
ナ共用器ギ
ガフィル®

1980s

社是の制定

村田技術研
究所を設立

八日市事業
所を設立

株式市場に
上場

シンガポー
ル、アメリ
カに生産会
社を設立

1940s 1960s 2000s1970s1950s 1990s 2010s

国内外での
事業増強

チップ積層
セラミック
コンデンサ

(MLCC)

表面波フィ
ルタ―

コネクティ
ビティモ
ジュール

ジャイロコン
ボセンサ

パワーアンプ
モジュール

中国無錫に
生産会社を
設立

長岡京に新
本社を建設

村田製作所チ
アリーディン
グ部誕生

売上高1兆円達
成

ムラタセイ
サク君® 、
ムラタセイ
コちゃん®

誕生

コンポーネント＋デバイス＋モジュール、そしてソリューションへ

http://jpn.murata.co.jp/orgs/CAAB001M0/Picture%20Library/Murata%20Robots/MURATA%20BOY%20AND%20MURATA%20GIRL/MBMG003.jpg
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• 5G技術による多様なニーズ
• 拡大するエレクトロニクス市場でInnovatorとして価値を提供

無線センシング
ソリューション

LPWAモジュール

AI搭載モジュール

非振動型広帯域超音波
発生デバイス

Secure IoT Platform対応
Wi-Fi®モジュール

3DHaptics™

エレクトロニクスの広がり －市場機会の増大－

コンシューマー

機器 産業 社会基盤

Smart city

Smart grid

Oil & Gas

Plant

Hospital
Connected
roadways

Connected
railways

Connected
aviation

Structure
monitoring

Connected
port

２．ムラタのビジネスモデル～市場拡大～
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経営理念である「社是」を変わらずに大切にし、変化する事業環境や拡大する
社会課題に対して、世界中の従業員が信頼し合い連携していくことでイノベー
ションを起こし、新たな価値を創造していきます。

２．ムラタのビジネスモデル～コンピタンス～
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“良い電子機器は良い電子部品から、良い電子部品は
良い材料から生まれる”（創業者の基本理念）

２．ムラタのビジネスモデル～技術基盤～
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制度の背景

グローバル
連携
機能、地域、事業

継続的な
品質・コスト
改善

長い（事業所
をまたぐ）生
産プロセス

継続的な研究
開発・設備投
資

経営管理制度

全社中長期
⇒事業別・
機能別中期

3つのロード・
マップ
MRM、TRM、PRM

シーズマンと
ハーベスター

BSC
バランスド・
スコア・カード

経理・財務制度

部門損益と
世界連結品種
別損益

投資経済計算

社内金利制度
（EVA）

ROIC

単年度予算と
四半期モニタ
リング

見積原価計算

振替価格制度

組織・人材強化

ローテーショ
ンと人材育成
機能、事業、地域

経営理念の
浸透

生産・品質革新
QCサークル
現場改善士
トップ診断

次世代グローバル・
地域リーダー開発

サクセッション計画

技術、用途の
横展開

事業ポート
フォリオ・マ
ネジメント

人的資源
再配分

２．ムラタのビジネスモデル～経営管理～
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• 経営理念の浸透
• 必要な情報の伝達および共有
• 従業員の自発的努力の促進
• 自律的にキャリアを語れる風土醸成
• 組織サーベイを活用し異なるバックグラウ
ンドを持つ人材がやりがいを持ち活躍でき
る環境を整備

• 製造職場の働きがいや働きやすさの向上

次の成長に向けた新たな人材や組織の基盤構築

自律分散型の組織運営

２．ムラタのビジネスモデル～組織基盤～
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2025年のムラタ

CS/ESがドライブするイノベーション

世界中の従業員がつながることでイノベーション
を起こし、新たな価値を創造する。

グローバル No.1

部品メーカーであること

各事業のターゲット領域で、
顧客から一番に選んでもらえる
メーカーでありたい。

基盤市場、挑戦し続ける市場、
さらにその先を見据えて

Innovation

顧客への提供価値と、
それを支える全ての仕事の仕組みを
新しく変えていく

CS
お客様に認めてもらえる
価値を創造し提供し続ける

ES
仕事を通じて従業員
一人ひとりがやりがいを感じ成長し続ける

Vision2025
2025年のありたい姿

３．経営戦略～VISION 2025～
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・経済減速が売上高目標の達成時期のリスク
・営業利益率とROICの向上には継続的に取り組む
・健全な成長を続けるための3つの全社課題は着実に実行中

2019年度 2021年度

売上高 1兆5,340億円 2兆円

営業利益率 16.5％ 17％以上

ROIC(税引前) 16.1% 20％以上

・重点課題(マテリアリティ)の目標値設定
・従業員向けにグローバルサーベイの実施

人と組織と社会の調和

IoTの積極的な活用等によるモノづくりの
効率性向上

飛躍的な生産性向上と安定的な供給体制構築

事業性評価モデルの導入

ポートフォリオ経営の実践

為替前提：110円/USD

３．経営戦略～中期構想2021～
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目
標

機会の側面：事業を通した社会課題の解決

リスクの側面：事業プロセスにおける社会課題への取組み

○社会課題を切り口とした事業機会を探求する
○軽薄短小・高効率の非財務価値を定量化する

E 環境

●気候変動対策の強化
●持続可能な資源利用
●公害防止と化学物質管理

●安全・安心な職場と健康経営
●人権と多様性の尊重
●地域社会との共生

S社会

●公正な商取引
●情報セキュリティ
●事業継続の取組み(BCM)

Gガバナンス

重
点
課
題

重
点
課
題

重
点
課
題

目
標

目
標

目
標

○温室効果ガス排出量を抑制
○廃棄物排出量の改善

○重大労災を発生させない
○「人権・労働に関するマネ
ジメントシステム」の活用

○情報セキュリティの
考え方の浸透

○リスクマネジメントの
PDCAの有効化

重点課題（マテリアリティ）を特定し、事業経営に反映

●気候変動対策の強化に貢献する高効率部品
●持続可能な資源の利用を促進する軽薄短小
部品

重
点
課
題

３．経営戦略～マテリアリティー～
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参考）ESG・CSRに関する社会の変遷とムラタの取り組み

2020
年

2000
年～

雇用・納税を
超えたCSRへ
の注目拡大

京都議定書
発効

PRI
（責任投資原則）

制定

リーマン
ショック

ビジネスと人権の
指導原則発表

パリ協定採択

SDG採択

GRI
スタンダード

発行

TCFD提言

CSR憲章制定

環境憲章制定
環境委員会設立

環境報告書
発行

コンプライアンス
推進委員会設立 CSR統括委員会

設立

社会・地域貢献委員会
気候変動対策委員会

設立

統合報告書
発行

CSRレポート
発行

CSR
推進室
設置

ダイバーシティ＆
インクルージョン
（M-DIP）開始

重点課題
（マテリアリティ）

設定安全衛生委員会
設立

コーポレート
ガバナンス・
コード発行

TCFD賛同表明
RE100宣言

人権・労働
基本方針策定

2010
年～
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• 基幹技術の進化

• 継続した技術革新

• 高いコスト競争力を実現する供給力

• 競合他社との差異化技術

• マーケットリーダーとなる顧客要求の実現

• プロセス・材料の標準化による
マスカスタマイゼーション

• 顧客との協業と適合したビジネスモデルの構築

• 明確な価値創造とマネタイズモデルの確立

ビジネス成功の鍵

３．経営戦略～複眼的ポートフォリオ～
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重要指標：ROIC及び営業利益率

非財務指標

４．重要な成果指標
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非財務指標

４．重要な成果指標
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５．ガバナンス
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カントリーリスク

為替変動

ハザードリスク

事業環境（市場）

経営資源配分 研究開発

コンプライアンス

労務

財務・資金

知的財産

生産

販売

環境

①外部環境リスク ③経営基盤リスク ④事業遂行リスク

調達技術・情報漏洩

情報システム

広報

社会課題対応

②戦略リスク

組織設計

M&A

戦略の外部適合性

事業環境（競合）

事業環境（技術）

特定顧客依存

法規制変更

技術/ノウハウの
蓄積/継承

※黄色網掛けは、19Fにリスク抽出がなかった項目。

ムラタのリスクMAP

• 下記リスクマップでリスクを抽出。影響度評価を実施
• リスク管理委員会での討議を経て、重点リスク項目を決定
• 事業部門および機能主管部門でリスク項目についてのPDCA実施

５．ガバナンス


